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概  要 

 

太陽光発電はクリーンな新エネルギーとして普及しているが，発電量は天候次

第で変動し非常に不安定である。太陽光発電を含めた電力供給を安定化させる

には太陽光発電量を予測して，電力供給のベストミックスを戦略的に策定する

必要がある。ここでは気象予報システムの詳細な気象情報から太陽光発電量を

予測する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

太陽光発電の発電量を予測するために局地気象予報システム（図（a）参照）

を用いている。このシステムでは天気，特に雲の移動まで詳細に再現できるた

めに，ここから日射強度や日射スペクトルの正確な予測（図（b）参照）を通

して，太陽光発電システムの発電量やその変動を予測する技術の開発を行って

いる。 

本技術の 

有用性 

局地気象予報システムの詳細な気象情報から日射強度や日射スペクトル，日射

変動を推定し，天候や地形を考慮した，太陽光発電システムの期待発電量を推

定することができる。 
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太陽光発電システムの期待発電量を見積もることが可能 

局地気象予報モデルを用いた太陽光発電システム発電量予測 

図（a）．局地気象予報モデルの計算結果（一例） 

図（b）．日射強度の推定結果（一例） 
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